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4557
：:;参照)｡ <金2余暇活動積極
的行, 他
会'機会求8
傾向	見｡
政治的関心既婚者&
方
	 ,	, 3関心政党=
所属割合殆反映9｡ 大規
模調査&, 
, 社会的活
動=参加度既婚者参加度少2上
回 	 (	
4557：>?), 別調査
&, 
'@ABCDE活
動行'人	F割超 (
4556：
7:)｡ 著者面接調査対象 !"#$
人全員	様々社会的活動積極的入込
G｡
独
	演社会的役割関
, 専門家間様々判断	存在%
(4556：:H:6；	
4557：I4?参
照)｡ 	, 
少意識面
既婚者異 <, ｢自由｣ ( ｢快楽｣
高価値2傾向	強｡ 同時, 仕
事非常重要位置与
	多
, J私的生活()*+-*有無&
大事%
8K
(4556)｡ 全体的, 
J
生活様式& 現在社会・経済必然
性最'対応判断%研究
者 (例： 4556), 

, 自由(快楽何&上位置, 友
人遊L道具見%等理由, 社会大
,影響与, 危険, '批
判的見方 (	4556参照)｡
	
	
最新M*N&, 日本現在, 47
歳以上人口O千万人 (＝I?％) 未婚
者	 (総務庁統計局I;;;：4:)｡ 男性
割合	HI％, 女性割合	I6％	, 独
比. , 何割合4I％低 (
		I;;;：>4)｡ !, 本
研究対象 !I7歳77歳年齢
PQ*+限定%, 男性I>％女性
47％	未婚者｡ 離婚者及R(8
男女入, 該当年齢男性I5％,
女性II％	 ｢
｣ 呼｡ 	,
日本

－75－
欧米国々比較場合, 日本
数	
少言｡
, 歴史的見未婚者割合上
傾向, 	上示様
 ｢皆婚社会｣ 以降傾向過｡
,  年代!" 年#$歳以上
人口未婚率$年%&高' (総務
庁統計局($：)*()；*   ：")｡
結婚減少+,確当	
	, 若-./0間#｡ 1, ｢皆
婚社会｣ 2/3#'( 年4!
｢適齢｣ #'-./0	, 現在) 歳台
後半#｡ ,-./0女性間#未
婚率	5％#, 現在 (国勢調査*   年) ) 
歳女性未婚率同率#｡ 従', 今
時点#判断#6限, 少7&女性
間	 ｢皆婚社会｣ 後未婚率増加	見!
｡
男性言8, 現時点#判断9
	%難1, ) 歳台後半未婚率
	$％#, $$歳男性間#結婚経
験人	, :％過｡ , 
	 ｢既婚社会｣ 未婚率増加表現#
, 	 ｢適齢｣ 影響	, 以前!男性
場合緩;1'#, 今後&, 多
7男性1, ｢遅｣ 結婚9,
表現	, 現時点#	1判断#6
｡ 但, 再婚率	, 男性間#女性間%
&倍近7高#, 相手<見=	,
$ 歳過男性	困難可能性&｡
纏>言8, 最近未婚者増加	 ｢非
婚化｣ %& ｢晩婚化｣ #, 生涯一回
&結婚人増加%&, (離婚者;寡
婦・寡夫<含
) ｢｣ 増加見
｡
, * 世紀前半比?変'6
	, 未婚者年齢配分以外, 未婚者
原因#｡ , 昔未婚者多7	置
経済的条件;社会的身分・地
位;規範>結婚#6'｡ ,	現
時点#	違+｡ , 1!', 現
在未婚者 (@A) 全員自分自由意
志決定結果未婚者#8,
明!+#&｡ 1, 逆, ｢結婚
#6'#可哀想1｣ &簡単	言
7',&事実#｡ 未婚者	,
既婚者;他非婚者類似, 多様理由
#結婚,', 多様生活様式<
追求｡ 現在結婚
理由諸条件	後#細7分析9
,, ,,#	B, 生
活様式価値観注目
(*)
｡
	

$年国勢調査C/D<基山田
(：$) ,  歳)歳間未婚男性
$E％及F同年例未婚女性EE％親同
居計算｡ 国立社会保障・人口
問題研究所%8, $歳未満既婚者+
G親同居9割合	&'高7, 女性
場合" ％H超 (国立社会保障・人
口問題研究所：)｡ 1, 彼!・彼女
達本当, 山田等 ｢IJKL0・
｣ +表現#指摘%+様,
親同居9上#親費用#生活
1+｡
｢M//・N/O｣ +3PQR0N/
O会社調?%8 (M//・N/O
*   ), 親同居親費用#生活9未婚
者, 特 歳未満豊家一人娘間
#確多｡ , 厚生労働省最近行'
調査<基 ｢IJKL0・｣ 
％無職#&!B, ((％	親
家#自分1=部屋用意H
+C/D発表H (北海道新聞*  年S
月5日：*)｡ 一般的言8, 親子関係
親=8親@T ｢IJKL0｣ 傾向
強%+#｡ 1, 著者自身行'
面接調査#	, 未婚者, 扶養H>1
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, 他様々理由親同居
	

明｡ 面接
受％ ｢典型的一人暮
｣ (, 食事家計住居普段
一人行) 	
答 , !％親
同居, "％自分子供同居#$
｡
親同居	
動機, 年齢, 性別,
地域等%#異#$
｡
!&歳以上女性間, 親面倒
見
'親同居	
$人
$
, (比較的近$) 将来($#親面
倒見
'別居)'*
得$
+,$人$ (藤原 -../；永本
-../年, 参照)｡ 樋口 (-...年) 長男

故結婚相手見0$歳未満
男性指	'作用語 ｢介
護｣ 表現10#$
通, 同居	

親2介護義務或$介護意志'結
婚
, 珍$｡
介護+余考 #$$若$
間, 自分収入低過3#, 自立
家計不可能近$$理由親同
居	
人々多$
(!)
(労働者学習456
7；-/77；角田 7)｡ , 別理由
, 雇側(法律的禁80#$

拘9) 若$女性雇時親同居#$

前提条件	



 (高部・平付・円山 7-参照)｡ ,
特$:;
 ｢<=>?@・｣ 該
当者
未婚者彼女達・彼等親, 同
居相互楽A$
強調	
例
外無$｡ 場合%#, 親方未婚
者“子供”自立1B$

(山間 -...参照)｡
都会地方生活様式親
同居$観点比較#C0D, 都会
人口密度最低$ ｢$｣ 親同居
多$目立｡ 著者>E%
大)>E対象調査F65
基#岩上 (-...)
()
同8現象見出
#, 性別, 年齢, 職業等+
, 親教育水準, 収入, 職業, 社会的地
位等親同居有無影響与 

証明 (岩上-...：/-)｡
都会, 教育水準G収入平均%高$,
親扶養10# ｢<=>?@・｣ 
説明H合致#$
女性, 少
9$
｡ +, 0IJ正反対, 人
口密度低$地域, K,教育水準G収
入低$未婚男性親同居	
多
$｡ 彼等 (上紹介) ｢介護｣
, 親仕事継$+親面倒
見
義務感8	
長男
L6M
多$｡ 従#, ｢<=>?@・｣
存在自体否定), 山田様,
親同居+理由#否定的判断	

根拠$, 同時明

｡
	

日経産業消費研究所%0D, 東京
小遣$同年齢既婚人倍超 
#$
 (山田-...：!/7参照)｡ +,
0勿論, 皆豊生活送
#$
意味	
:$｡
収入, 平均確同年齢
既婚者比N#高$, 特女性$#$
 D, 職業的地位平均同年齢既婚者%
高$｡ 他方, 性別観点見0D, 若$
女性所得間相変:9同
年齢・同教育水準・同仕事遂行	
男性
比N0D, 低$｡ #, 結婚$, 9
仕事集中#, 経済的楽生活(

)
地位上昇)
O
, 特女性場合別問題
 (国立保
障・人口問題研究所 -...：-!!；村岡 -...：
"P参照)｡ 国立社会保障・人口問題研究
所実施最新調査 (-..Q年) 時点
, 収入!万円%低$人!&歳未満
日本
－R-－
男性	％
, 
女性間
収入	万円超人	
％(：		： 
参照；労働者学習－参照)｡
著者 
, 収入万円超
!人"％程, 彼等全員既
婚男性
｡ #$%, 全体的&見',
同年既婚者()経済的&楽*!
答傾向強｡ +％以上
, 結婚'!,趣味現在-%大
事&./&必要経済的余裕
0*!確信持'
()
｡ 実際&
場合, 誰扶養.1!例外


, 多2自分
得収入
全'自分
消費
3｡ *!.!, 
典型的消費仕方!4何
｡
 当然
!言 住
居5消費行動&関'性別, 年齢, 収入, 社
会的地位, 教育水準等&('大32異｡
一人暮,, 大都会中
最4
人気高級住宅比較的広場所一
人
!1!週刊誌等見出&載1!
, 東京中心
高級67
女性向3&改装8$)''
1!, )以前,知,$' (河野
)｡ 9$&加'", :年前,, 男性
4不動産業者& ｢発見｣ 8$様

 (高橋 )｡ 他方, 	歳!;;歳間
女性, 確&新宿・渋谷等&近
東京都西&住<, 最新高級6
7()4比較的安, 数年経様
=>?@&A'関心深1!実
態調査&('明,& (木B下・中
林・玉川 ；山田・細川・若原 ：;
+参照)｡ 1情報, 多2雑誌5普遍
化&関.CD?E!異'
, 1$, 山田 (；)
, 一人暮,経済的&苦,
社会的援助必要!.立場&置$'
!指摘!一致'!解釈4
4$｡
他方, 親!同居.女性母親
!類似消費態度取傾向強｡ 彼女
達余暇8親!一緒&過F.1!4例外

 (林 )｡
一般的&, 若女性消費, 特
&国内外旅行!GHI製品, 革製品5服装
点
目立' (国立保障・人口問題研
究所 ：；村岡；山田・細
川・若原 ：；山田 ：	;
：)｡ *, 日本, 消費
活動!点
前衛 (	
		) 

!言J, 明&9
｡ 収入高
2'豊生活行', 他
人!異品物消費.()4, KL
内容上類似, 値段高GH
I製品消費.傾向強｡ 平均&近収
入消費活動既婚者!異傾
向殆%｡
余暇過F方点
<異1!多
, 9$*#
, ｢前衛｣ !!思
｡ 既婚者多2場合, 経済的&4時間
的&4程余裕持',
特&若夫婦場合
, 他家族員関心
5行動考慮, 多$少$9$&合M
N1!多｡
	

1章
, 社会的活動5OH
PQ=活動&関.態度分析.｡ 9
/&, 主&著者自身行調査R?
使M$, 9 場合, OH
PQ=含K社会的活動&参加.傾向平
均()4大31! 前提!8$
'｡ 言換$J, 平均的1
調査R?&現$態度-%積極的・肯定
的
0
｡ 1 仕事
&関.態度5余暇過F方等 ｢平均｣
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違	
確認,
平均態度
代表的表思
国立社会保障・人口問題研究所調査
比較｡
, 余暇過方
見, 社会
福祉
専門的大学勉強未婚
男性間 , !"#, 釣$%&'
(・)*+,最-人気,.｡ /
活動0日常的1気分転換1$, 多2
場合, 一人行3活動4言5｡
著者)678歳未満女性
90, :';,最-多2遂行<
3余暇活動.$, 旅行, 温泉=旅
等,二番目多3｡ >以外, 彼女達,文
化的活動
行9$, 友人%家族過時
間-少12013｡ 未婚女性間, 文化
%家事関活動,年齢共重要1
傾向,.$, 逆, :';%旅行関
興味,弱様見5｡ 自分 (専門
的1) 教育水準
上?積極的努力
, 関連@AB等参加
0, 若3未婚女性.｡ >0,
彼女達, (他人達異19) >
C9職場上昇
期待3
/.考5/｡
国立社会保障・人口問題研究所調査0,
未婚者約三分一, ｢一人0休日%自由
時間
持余｣ 答5,, 
傾向0, 特教育水準%収入低3未婚者
場合現D$, 男性未婚者間0年
齢共強21 (国立社会保障・人口問題
研究所 EFFF：GHHGHI)｡
外食時, 飲行2時, 旅行時等
他会対関心,日
本間驚2J	小<3
(H)
｡ 逆,
特多3KL(, M, 旅行
会社等0避N3<5言,多3｡
著者調査)6中社会的活動,
｢普通｣ C$-大事<30.
-拘/, )6,社会
的 (或30OP+Q) 活動
余暇関係
述R0殆	全219｡ , 余
暇過方012, 社会的・OP+
Q活動S3直接問T0,
G8％,, 何/形動33, 他7U％
,, 過去D3該当活動
行9経験,
., 答5｡
内容0, 障害者援助,最-多3,,
次0 社会福祉
大学専門的勉強
-拘/ 福祉関係活動012,
広3意味政治的及V文化的活動,多21｡
当然.,, 高齢者及V子供
相手
OP+Q活動
行 (或30行9
.) 人々-)6含3｡ >
対, 政治的活動
行,3
-, 女性 (運動) 活動, 叉0, 男
性解放
目指OP+Q活動
行人0
一人-313｡ 社会福祉関係論文
書3
卒業,.-/, 何/
形OP+Q
経験-全21
2, 将来D3社会的活動参加意思
-全213人,, EH％, 予想
1$上回
｡
	

著者調査結果CW, 4
/39仕事
自分生活中心.
考5人0全員XY割満
13,, 社会福祉仕事
3, 或30
公務員.女性間0割合,C$高
3｡ 全体的, 年齢共, ,仕事
与5重要性0上,傾向,見/｡
(残業代,保証<) 残業
用意
S3問, G7％,積極的
(S$, 回答選択肢含31
9) .残業快
諾0無関係4言意見
主張｡ 
方,自宅家族,帰$
待93人
C$残業,多3言07G
日本
－H7－
％, 	若女性
圧倒
的多｡ ％
原則的残業
｡ 全体的, 金銭的特典

, 残業負担引受用意
日
本間驚殆少｡
確, 多	誰扶養

, 金銭的利点対自分
個人的価値観 重視, 扶養責任
持!人 "断余裕
思#"
｡ $
実際, 収入"%$#&
, 例'(好仕事・関心仕事,
上昇機会・満足度高仕事, 人間関係・職
場環境仕事選)	*+
,分-過./, 男性間	少
｡
性別差	, 男性
将
来0結婚家族持!考',
為重要$考'財産1収入高
地位得23, 独身間頑張 ,
仕事関係自分関心1好無視傾
向表現$4｡ 山田・細川・若原行2
調査 (556：7879) 	, "対応,
, 仕事関態度個人的将
来計画関係
明&2, 村岡
(555) 	余暇過:方1消費行動男女
差全, 男性将来生活23努力
現"説明｡
職場・仕事対態度1仕事位置付
関;<=	, 著者行2>?<@
調査国立社会保障・人口問題研究所調査
(555：7A679B) 		 異,
以下, 二!比較｡
国立社会保障・人口問題研究所調査	,
男性C6％女性CB％

自分私的生活対仕事優先DE

答'2｡ 東京都内遂行D"
2他調査類似2結果表 (東
京都生活文化局 556；山田・細川・若原 5
56：F7)｡ G2, 国立社会保障・人口問題研
究所調査"(, 男女H割
以上
仕事満足0 , 割合	年齢,
教育水準1収入
高"(高傾向
｡
残業行用意	仕事満足度対応,
年齢, 教育水準1収入共上
傾向
見
&"｡ "関連;<=
, 現
在就仕事	上昇可能性
高
判断人
男性F9％対
, 女性間	7％過.｡ $
, 性
別差	, 職場現状&影響結果$
	, 女性, 自分上昇可能性関
判断	, 教育水準, 年齢収入対応
傾向
見&"対, 男性場合,
教育水準以外要素	明&反映D"
 (国立社会保障・人口問題研究所 555：
7A679B)｡ 後者調査結果著者調査結果
違	, 主二!原因
思#
"｡ 一!	, *+差異｡ !G
 , 国立社会保障・人口問題研究所調査;<
=
人口代表的*+;<=$思#
", 独多対>?<@
調査結果同I傾向示｡ "
対, 大学社会福祉専門的勉強卒
業2*+人々
, 平均 高教育
水準23具体的大学勉強2
内容23, 自分仕事対&/
社会全般対 批判的 , 距離
02立場&色々判断可能性
高｡
2$, 社会福祉勉強2上, 社会福祉関係
(及J公務員) 仕事遂行
自分価値観従社会, 叉	社会一
部改善様頑張立場0"
人場合, 自分仕事対距離
小
D, 残業嫌	無傾向
見'
	, 上述2説明合致｡
, 上述2二!調査結果違
生出2一!原因	, 異問方
思#"｡ !G , 国立社会保障・
人口問題研究所調査	, 仕事満足度等
!一般的問#"2対,
著者調査	, (独対調
北 星 論 集(社) 第 CB号
－AC－
査結果背景) 	仕事上
積
極的
, (既婚者平均) 負担
用意	高	予期
	, 前提仮説	
当事者違和感感可能性否定

｡ 
 !, 著者調査結果
現, 予想低仕事意識的
位置付"	, 日本	仕事与#
低価値表現$, %&, 
	既婚者$仕事対関心	強',
頑張用意	仮説対反発
理解(
&｡
	


考#方)世界観, 既婚者
 (少'$) 同* 多様

, 勿論, 否定+$｡ %&,
対 (少'$日本
) 最$
多'問,質問, 彼等・彼女達

理由
, 二番目多'聞-
質問彼等・彼女達将来想関質問

違
, 関
論文中
二点完全無視
出来｡ 以下
, 多様性存在充分
考慮	 関連調査./0紹介
｡
一般的, 日本
$, 独
$, 他
先進国
$ ｢原則｣, 或 ｢確信｣ 
理由
結婚人	間
1, 数	増加可能性	高｡
	, 現時点
, 彼等・彼女達割合	
中
相変, 2少数派

間違｡ 国立社会保障・人口問題研究所
調査!, 34歳未満人間
, ｢一
生結婚+$｣ 人割合	,
確-5見$全人口見$,
両性場合6789年- 677:年;
増#一
方傾向示 (国立社会保障・人口
問題研究所6777：6<)｡ -, 性別)年齢
=>/?別./0参考入!複
雑現状	明-
(8)
｡
+;, 34歳未満男性間
 ｢一生結婚
+$｣ 意思表明人
割合, 6789年- 677:年;
@A年齢
=>－?
$高;一方
, 未婚者5
場合, 9<97歳=>/?若男性

$同様
 (国立社会保障・人口問題研究
所6777：636<)｡
34歳未満未婚女性間
, 結婚
意思表現割合	6789年- 6779;

46％- <9％上		, 後677:年
;
47％戻｡ , 女性間
起
意識変化逆進行意味&
-｡
明-
｡ %&, 両性場合
$年齢結婚対意識変動	,
傾向二十年前- 現在;
根本的変
,｡ , 最$若人間

, 結婚意思	B@強''$,
,C ｢適齢｣, 或周
結婚人
多年齢, 近付'連, 男女
共結婚関積極的, ｢絶対
結婚'｣ 人	減｡ 	, 
 ｢結婚相応思,年齢｣ 
更超#, 結婚意思否定人	多
'｡ 反応, 従来女性方	男性
$表	, 最近, 34歳
未満年齢/D見限, 女性場合
反応	殆@見 '対,
男性場合 (EF	変,	) G/
H形殆@変化	 (国立社会保障・
人口問題研究6777：64)｡
, 未婚者5
無', 同年齢全
人口./0見!, (上述通)
34歳未満男性全年齢=>/?
,
結婚意思	毎I年J調査
増#
	, 女性場合, 3K歳34歳間=>/
?
, 結婚意思割合	減傾向	
 (国立社会保障・人口問題研究所6777：
日本
－L<－
)｡ 何	表
, 
, ｢晩婚化｣ 他｡ ,
｢昔｣ (比較的最古
年) , 女性間歳歳間
結婚志向一番強 対!",
近年, 次年齢移"# ｡
男性場合, 対応
 ($%
&非婚志向結婚志向'風変動

) , (歳(歳間
, ｢同世代人口中独身志向割合｣
(国立社会保障・人口問題研究所：)
, 含%"｡ 代)&,
未婚者*, +歳%年齢	含
,  (国立社会保障・人口問題研究所
：-) 説明証拠思)
｡ $%&, 見, 両性
未婚者間, 若./
0非婚志向 ( ｢一生結婚
$&無｣ )
割合高1, 多1人既婚者 ｢結
婚適齢｣ %割合下", 後
改,"上傾向｡ , ｢多1
人既婚者年齢｣ , 女性場合, (-
歳(歳間"#", 男性場合一周
&遅"(歳(歳間"｡ 
年齢%, 結婚志向強人々多1
結婚
一方, 年齢%結婚! 1"
#人, 意味諦,反応!",
未婚者, 非婚志向	表
傾向強1
言2｡
以上関連性, 年齢%結婚
意
思有無関
独身者回答反映3
"｡ 4, 歳歳間
未婚者半分程年齢%結婚
$
&, 年齢共割合低1｡
一方, 勿論, 予定通&結婚! 人
5678入19,
他方, 独身者生活期間長1$",
慣"#", 自由生活価値	評価

共結婚相手対
期待高1
, 同時, 実際可能相手数減&,
選択範囲狭1条件表現:
思)｡ +歳+歳間独身者気持
;<態度	最良1表!"次
｡
彼等・彼女達 (言換2., 結婚! 1
 , 或予定通&出来 人
達) ;, 相変)=年齢%結婚

意思人, 男性>％, 女
性％, ｢理想的相手見$
%結婚!1"%)｣ 考
2賛成
人, 男性?％, 女性％
%上" (国立社会保障・人口問題
研究所：+)｡ :", 理想的
結婚相手	見$@可能性年齢共上
, 彼等・彼女達;誰思"
:A｡
	

未婚者, 結婚生活利点独身生活利
点関
考2方, 年齢高1連
"変)"1傾向, !!年齢
B違B&性別B考2方違方
大#｡ 国立社会保障・人口問題研究所
調査B., 両性若未婚者C割,
結婚生活利点多考2" (国立社
会保障・人口問題研究所：>-)｡ !!,
調査年齢最高"
+歳+歳間男性, 若未婚者
/D同E意見	表!"対!", 同年
代女性結婚利点多思人独
身利点方多思人半々分"
｡ 独身生活利点未婚男性目見
 場合, 年齢共少1, 未婚女
性", 傾向殆0全1存在
!｡ @0, 寂!3独身男性B
&女性問題&<
様｡ 
, ｢一人生活	続@"寂!1
思｣ 考2方未婚男性(?％
賛成
対!", 未婚女性;
北 星 論 集(社) 第 +-号
－>>－
％同意｡ 但, 	現

感方	 ｢本音｣ 見
	｡ 両性間	, 教育水準
高, 年齢高共,
様感方賛成人増,
感情
自体現
 !, 合理化"

感情反映"
示｡
, 女性場合, 収入 ｢一人生活
続#!寂思$｣ 間"
対応関係明%	,
上述説明証明!思&

(国立社会保障・人口問題研究所'(((：))
)*)｡
結婚生活利点, 男女未婚者特
安%+子供含,-家族生活期待
｡ 
以外, 社会的信用得%

周囲期待対応!未婚
者年齢共結婚利点重視"

傾向｡ 加, 女性経済的要素
結婚利点見, 男性
.経済的要素/0独身生活利
点., 両性独身者持.
性別役割期待反映｡ 言換

1, 長独身生活送.人間	,
従来性別役割分担意識的超人多
思&
, 234見限, 彼
等・彼女達 (理論的態度別) 少
!自分結婚相手考場合, 従来
性別役割期待持.明%	
 (国立社会保障・人口問題研究所'(((：
')')｡ 結婚理由5聞

未婚者最!多, ｢適当相手-6
7会&｣ 答 (国立社会保障・
人口問題研究所 '(((：8)8*；'()｡ 多肢選
択二番目多○5, ｢結婚
必要性感｣ $理由	.,
	9歳台人々特$	, :9歳
過+男女!$殆;$感%

.分｡ 内面的・外面的
自由失%結婚言
$人, 男性 !女性方多.
 (色川 999参照)｡
結婚相手選<時, 両性=全年齢>
?3@	圧倒的多人決定的重視
, 相手人柄	｡ , ｢仕
事A理解｣  ｢家事役割｣ !両性!多
人重視, 考慮, 
具体的内容性別 .異｡ 5,
男性!女性!自分仕事A理解求6B
, ｢家事役割｣ 重視, 男性
%見
1妻仕事前C家事D
,=-$意味対
, 女性.正反対, 男性家事
一緒負担-$意味	理解"

｡ 234上	!性別 .重要違
現
, 特女性, 相手
経済力A配慮	 (国立社会保障・人
口問題研究所'(((：)8)E；'()｡ 配慮
, 女性教育水準=収入高#
1高程
.現
B, , 要素,
結婚相手選択決定的影響与傾向
年齢!強. (国立社会保障・
人口問題研究所'(((：):')｡
多未婚者, 以前余変&%C結婚
意思.!, 彼等・彼女達結婚後
生活様式関理想, '(*年'((*年
F,十年間間変&.様
	｡ 国立社会保障・人口問題研究所23
4 
1, 未婚女性$D専業主婦生
活理想見人:8％%'％
減.B, 専業主婦生活自分将来
!考%
未婚者"%少｡
(調査) 現時点	既婚女性$D:％専
業主婦	, 現在既婚女性$D, 何
割専業主婦生活理想見関
234｡ !拘%C, 現在未婚者
関言, 
%専業主婦生
活多人々経済的不可能或困
難-0$$	｡ 従.,
実際 ｢再就職>3G｣ .$-0
日本HIJ
－)*－
考未婚者最多 (	％), 

 (多場合, 理想異) 予定
述, 現実的
｡ 未婚者女性％, 仕事家族
両立理想見, 実際 理想
実現!考人々半分"#$
%& (国立社会保障・人口問題研究所
'(((：)')｡ 専業主婦, 両立, 再就職
様生活選択肢年齢非現実的
*選択肢意味失&% 年
齢別+,反映- (国立社会
保障・人口問題研究所 '(((：))｡ 全体的
.明#/, 結婚0家族関1
考方結婚有無2&2*性別
2&異 ｡ 一般的傾向
, 未婚女性新考方・価値観0生
活仕方容易受3入対, 逆
, 従来規範0習慣大事, 
#
今後維持-42態度表1人既
婚男性間圧倒的多 (国立社会保障・
人口問題研究所 '(((：()(')｡
未婚者意識関  %紹介5
(国立社会保障・人口問題研究所調査中
心1) +,比, 著者行&5調
査得#5回答, 調査対象&5
多人々, 6789*既婚者*,
自分生活仕方比較的積極的受3取&
様思:｡ ;%*, 著者調査
質問-5 (未婚者., 離婚者0
0<含=) 6789)％, 完全自
由選択!55#, 現在自分生活
仕方選>5言&｡  対,
6789女性?@少数人々, 上述
5質問対, 家族生活優先-45｡ 既
婚女性A6789生活2*良見
1人一人, (回答者数2*
多) 既婚男性A, 現時点完全自由
選択!#B, 6789生活選>
5人C％?$｡ D逆, 6
789男性間家族或結婚生活望
%人殆$｡
上述5理想別, 既婚者	％6
789	E％将来F現在似5生活
行D回答｡ %5, 特既
婚者圧倒的多数派現在生活今後

%%続35思&F*, 実際続
3可能性高判断｡ 程度
近A自分生活仕方根本的変:&
 回答者)％"#期待
, 
具体的内容, 例B会社
命令従 (他都市G) 引&越/,
介護必要&5親同居1$動!
*, 必H理想近付方向G
変化限#｡
	

社会対1責任感, 社会調査IJ
 多, 6789対象
5調査場合 &5質問含% 
, 著者知範囲｡ 従&,  
章情報全著者調査結果基K
｡
社会的負担平衡化関1考方尋L
5<, 調査票次2内容文章入
, (社会的意識0社会問題関1知識
高H, 社会福祉勉強5) 回答者
意見求<5｡
｢看護・介護, 或他援助必要
&5時, 6789 (及>子供
既婚者) 他人依存1｡  , 他人
0&MN報酬用意!
5<, 皆健康保険・介護保険入&
｡ 3$, 保険料本当充分報
酬*得/$/別, 看護・
介護1人間必要｡ 従&,  
&5人間育, 社会全員関
心事H, 全員 (将来F
自分必要時面倒見人
材育5<), 次世代教育費負
北 星 論 集(社) 第 )号
－OE－
担当然思｡｣
質問	
人々平均社会的責任感
強人々
拘, 上述
考
方無制限賛成人殆全

｡ 高社会的負担 !
"考方#憤慨拒絶,
｢$%&｣ "意見#強調人
'分(
｡ )対*,
｢他人｣ 子供達 (日本極端高思
) 教育費一部#一緒負
担 !"見方賛成
+％過,, 回答者-.％
, ｢子供扶養者人
何形社会的負担# !｣ "
考方/"点一致*,
自分)負担相応思仕
方, 今)0分*"見方
#表
｡ 職業, 年齢或性別影響,
)回答反映	
｡
	

自身, 対123
4#把握
5, 彼等・彼女達次二
6極端立場発言#紹介*76
*意見#求5
｡ ①多, 我
88, 責任#回避人｡ ②
, 社会的進歩及9個人解放#代表
*｡
))①書
立場純粋賛成
人一人
, ②説
:;％無制限支持
｡ 調査対
象<割, 両方発言多
少正"意見#示
｡ 回答
者半分弱, 殆偶々結婚相
手# (8) 見6=*人, 上述

何1234合言"｡ 別
言葉直, 多未婚者, 性格*
考方*行動*, 既婚者異
), 結婚*, 精々,
彼等・彼女達具体的生活事情 (違)
偶然結果｡ 中, 未婚者生活
#享受, 68結婚良	7
"年齢#過,*, 7後, 可能結婚相手
会"機会#失*8
人｡
言*>?, 作家関川夏央表現
様
, ｢", 自分年#取?好!
相手年#取=｡ [｡｡｡] =,
)行
7""人@？[｡｡｡]
, 俺A.代女人好!言

｡ [｡｡｡] 
可愛思
"｡ , 話通B@BC, 一
緒笑BC*"不安先
立*8"｡ [｡｡｡]｣ (関川 :DDE:A-)
, 若"F異性人々出合"機
会不足
5, 或, 異性人会"時
緊張*話方G行動下手結
婚!
人, *例
外"｡ 7*実際, 理想

5生活#/人少｡
一般的, 自分自由#何
大事人"1234*
, 8
, 周結婚生活実情#見*
独身生活方良思

88"結婚恐怖説*
, 実際)何説賛成
少｡
以上考方, 一般
6*述 
), H割以上回
答者自分関*多少同様
)当*8言"｡ 日本
"F, 自分他多異
*"意見#持6人I％未満
, J1KLM調査同B質問#与

N1O全員, 自分様々
意味特別, 一般違
")#強調
｡
日本
－PD－
	

日本既婚者, 関	

明著者行郵送調
査, 既婚者, 身近有無,
性別年齢, , 回答者
関係種類尋｡
複数回答可能,  質問群関
!"大量, #
$%, 実&'結果得(｡
知'合)理由
**多肢選択式回答中最#
多+選,(, ｢相応結婚相手-
見., 本人無理必要
思｣ /答0)｡
性別関言0,,  回答選1既婚者
間女性比率高, 対象考
0#, 女性方圧倒
的多｡ 既婚者二番目多+○付.
理由, ｢何+相応結婚相手
見.｣ )｡ 次, ｢
生活楽2｣ 選,(
, 最初二回答数違
'大&｡ #/一目立 ,   ｢
生活楽2｣ /判断,
｢一生結婚+"	3｣ /判断
#, 女性, 女性関行$
(判断)', 男性, 叉男性
判断殆4#)
｡ 主観的及5客観的年齢, 異
性付&合下手) , 結婚可能
相手会/機会少過6 , 結婚
失敗経験)等, 周'人見,
) 原因
 )#, 何(要素
決定的例少｡ 周'既婚
者 ｢一生結婚+"	3｣ 思$(
#数少女性限(
｡
上述7, )理由
二, 対批判的説, -
', 責任回避人)
/我--)/説
何(#, 自身同8+, 第三者役
割演8思$(既婚者#否定9(
｡
全体的, 既婚者関	

, 傾向次様見0｡ 
, 自由), 寂 #)｡
生活長所)(,, 短所#)
｡ 生活若/:魅力的生
活)#, 年取連(寂+｡
, 多(少( ｢偶然的残
｣ 人)', (大体場合) 本人(
不幸感8+#, 本人希望或積極
的決定基;生活#｡ 
可哀想/印象与0+#, 既婚
者<'楽生活=+様見0
$.#｡ 既婚者,  ｢異
｣ 人見 少+, )場合
#, 違生活様式限(=', 
考0方違/, 或, 
特徴的性格人)思/既婚者全+
様)｡ 事実上, 既婚者
生活様式本人年齢職場>入'込
?深9対応近接傾向強｡
, 上述見解既婚者見解
,, '多+自分
)故周'人 ｢一人前｣ 
認( , 不思議, 納
得&様見0｡ .(4#,  </
差別感8, 圧倒的多+
場合女性)', 或, 収入平均<'#
低男性) #)｡ 従,  差
別感8人, 実際, )
差別9(/<'#, 
) 女性) 合$9,
叉, 経済力男性) 合$9
, 初差別原因 )'得｡
/, 既婚者関	

北 星 論 集(社) 第 @A号
－BA－
, 必同人間	
既婚
者, 対差別
, 理解
出来程矛盾	
	

｡
 
結論先述, 多場合, 
生活積極的選	
日本

, 社会全体大 影響与!
"
#!｡ 彼等・彼女達
新
生活様式前衛	, 個人主義的, 或

社会進歩的考!方代表者	｡
｢社会的現象｣ $見 場合, 
,
社会創造的主体	
, %, 様々
社会変動&価値観多様化結果$現
増加 存在	｡
増加生'出 相互密着
$要因$, 高学歴化, 労働市場	
性差別的原則緩和, 女性開 上
昇機会増加, 従来結婚規範扶養依存
弱化, 社会全体高(寛大)&多様性, 個
人主義化進行*挙+,｡ *, ",
変化 要素同時, 以前,余#変
,,"増加進-$
要素*考!,｡ 例!., 性別役
割分業&役割期待*仕事上	成功 人々
私的生活受容余裕 (殆/) 許)
労働条件, 共働0経済的不利, 仕事家事・
子供教育両立困難等	｡
日本
, 一般的, 既婚者異

思1$｡ 考!方・
価値観	"関連
薄
$, 周#人々
, 新
生活様式前駆者$, ( 社会
的能力不充分人見$｡
余暇過2方	仕事関態度	,
社会的任務感	, * (	
故) 特目立3"
｡ 4金
余暇活動追求人間	

*比較的多｡ 職場	他人5
#積極的頑張#, 黙1$残業負担
., 扶養家族* ,絶対不可
能, 変化多, ( 
収入不安定,
職歴作｡ *職場	態
度	"関連殆/

否定｡ (少社会福祉
分野卒業 ) 
社会的意識&活
動6関心*特強
言!｡
,1$ , 山田 (7888
78889:::9:::) , 親同居 ｢;
<=>?・｣ 関説*当$
(
!., 	｡ 山田5.

, 仕事対$積極性*欠$
	, 職場風紀乱 #, 職業倫理
低下)@ #｡ *, 男性*,
現状住'方, 3(#一人暮,$
, 親同居$, 或
, 別人
一緒住	
無関係, 結婚為
重要思財産貯!$, 将来家族
扶養必要収入確保 -頑張1
$"
, 様々ABC51$明
1 ｡ 女性1$
多職場	上昇
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